
 

 

 

【第一号議案別紙1】 

2007年度事業報告書 
  2007年4月1日から2008年3月31日まで 

特定非営利活動法人アフリカ日本協議会 
 
１ 2007年度事業の成果 
 2006年度の活動を引き継ぎ、下記に記した諸事業を行った。アフリカに関わる多数のNGOの協力を得て作成したNGO

データベースのウェブサイトでの公開、「アフリカの食料安全保障を考える」発行・配布、在日アフリカ人コミュ

ニティとの連携・支援活動を伝える報告書2点の発行・配布、外務省NGO研究会「保健分野における国際機関との連

携」報告書作成・配布など、成果物の作成・公開・配布を行った。 
  
2 事業の実施に関する事項 
 

 

事業名 

 

事業内容 

 

支出 

 

アフリカ 

支援事業 

・ 在日カメルーン人協会と共同で、中部アフリカHIV陽性者ネットワーク事

務局長を招聘し、在日アフリカ人コミュニティへのエイズ啓発事業を実

施。 

・ 在日アフリカ人対象企画（アフリカンキッズクラブ、在日アフリカ人家

族の生活を考える会）実施。 

・ 在日アフリカ人コミュニティのミーティング実施などに協力。 

 

2,368,062円 

 

 

 

ネットワーク 

形成事業 

・ JANIC、GII/IDI・NGO連絡会に加盟。 

・ 外務書NGO研究会「保健分野における国際機関との連携」を受託・実施。

・ UNHCRと連携するNGOネットワークであるJ-FUNに参加。 

・ アフリカ紛争問題タスクグループを設け、「北部ウガンダ」ファクトシ

ートを作成、公開。 

 

 

4,149,062円 

 

 

アフリカ調査 

・研究事業 

・ 食料安全保障研究会：公開セミナーを2007年5月、9月、12月、2008年3

月に開催。 

・ 「アフリカの食料安全保障を考える」発行・配布。 

・ メルマガ「グローバル・エイズ・アップデイト」を定期発行。 

 

 

75,700円 

 

 

政策提言 

事業 

・ 2008年G8サミット・NGOフォーラム貧困・開発ユニット運営NGOとして活

動。 

・ 上記保健医療ワーキンググループ事務局として2008年2月に国際シンポ

ジウム開催他の活動に従事。 

・ TICADⅣ・NGOネットワーク運営委員として活動。 

 

 

782,870円 

 

 

 

アフリカ理解促

進事業 

・ アフリカンフェスタ2007、グローバルフェスタ2007へ参加。 

・ 会報「アフリカNOW」第77号、第78号、第79号、第80号を発行。 

・ 国際交流基金の助成を受け「アフリカひろば」をほぼ毎月開催。 

・ ウェブサイトの更新。 

・ メールマガジン「AFRICA ON LINE」発行。 

・ 講師派遣事業「おはなしぽけっと」：大東文化大学、東京学芸大附属中

学ほかへ講師を派遣。 

・ 外務省NGO相談員事業を受託し、多数の質問・相談に対応。また、専門学

校、大学への出張サービスを行って国際協力とNGO活動、アフリカの課題

についての授業・講演を実施。 

 

 

3,362,135円 

 

 
 

３ 会の運営に関する事項 

事務局家賃、事務局員人件費、事務消耗品購入費、通信費、広告宣伝費などに3,664,741円を支出した。  
 
 

 


